
定山渓ダム・豊平峡ダムの防災操作により、豊平川の北13条大橋付近(雁来水
位観測所)付近の水位を約2m低減させたと想定されます。　これにより「水防団
待機水」を超える水位上昇を抑制したと推測されます。
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はん濫注意水位 H=7.40m

水防団待機水位 H=5.40m

避難判断水位 H=8.20m

約2mの水位低減

はん濫危険水位 H=8.90m

ダムが無い場合の想定水位　EL=8.11m

実績水位EL=6.22m

　豊平峡ダム・定山渓ダムの防災操作により、豊平川の北13条大橋付近(雁来水位観測所)
　の水位を約２ｍ低減させたと想定されます。これにより豊平川の水位を「はん濫注意水位」
　以下に抑えることが出来たと推測されます。　　　平成24年5月8日現在（速報値）

◆雁来水位観測所地点（豊平峡ダム下流約３９ｋｍ、定山渓ダム下流３２ｋｍ）

北海道開発局札幌開発建設部

豊平峡・定山渓ダムによる水位低減効果（雁来水位観測所地点）
概　　要 ※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。
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